
欧
州
統
合
史
に
お
け
る
多
国
間
外
交
の
経
験
蓄
積
と

サ
ミ
ッ
ト
誕
生
の
歴
史

│
│
日

E
C貿
易
摩
擦
交
渉
を
事
例
と
し
て
│
│

鈴

木

均

は
じ
め
に

⒈

日
本
の
戦
後
復
興
と
対
欧
輸
出
の
増
加

⒉

石
油
危
機
と
貿
易
摩
擦
の
激
化

⒊

G
6
サ
ミ
ッ
ト
の
招
集
と
、
摩
擦
鎮
静
化
へ
の
一
歩

お
わ
り
に

は
じ
め
に

国
連
等
の
国
際
機
関
に
行
く
と
、
英
・
独
・
仏
の
代
表
に
加
え
、

E
Uの
欧
州
委
員
会
の
代
表
が
い
て
、
今
度
は

E
U大
統
領
ま
で
新
た

に
加
わ
り
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
はo

v
er

re
prese

nte
d

だ
と
、
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。（
拍
手
と
笑
い
）
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中
国
の
目
覚
ま
し
い
成
長
と
そ
の
発
言
力
の
増
大
を
前
に
、
日
本
は
国
際
社
会
に
お
い
て
ま
す
ま
す
存
在
感
や
影
響
力
を
低
下
さ

せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
懸
念
が
聞
か
れ
る
。
国
連
や

I
M
F

等
の
国
際
機
関
へ
の
出
資
額
に
お
い
て
も
日
本
は
中
国
に
抜

か
れ
始
め
て
お
り
、
一
層
の
発
言
力
低
下
が
心
配
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
日
本
が
外
交
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
続
け
て
き
た
貴

重
な
場
が
あ
る
。

G
8
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
。
サ
ミ
ッ
ト
は

G
6
と
し
て
、
一
九
七
五
年
十
一
月
十
五
日
に
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ン
ブ
イ
エ

に
お
い
て
発
足
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
発
足
を
後
押
し
し
た
要
因
は
主
に
三
つ
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
第
一
次
石

油
危
機
と
、
こ
れ
に
続
く
世
界
的
な
不
況
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
、

（
西
）
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
英
国
お
よ
び
日
本
に
呼
び
か
け
、
先
進
六
カ
国
の
首
脳
が
一
堂
に
会
し
、
こ
れ
ら
世
界
的
な
課
題
に

対
し
て
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
を
提
案
し
た
。
翌
一
九
七
六
年
六
月
に
カ
ナ
ダ
が
加
わ
っ
て

G
7
と
な
っ
た
サ
ミ
ッ
ト
は
、
一
九
九

四
年
七
月
に
ロ
シ
ア
を
加
え
、
今
日
に
至
る
ま
で

G
8
と
し
て
毎
年
開
か
れ
て
い
る
。

本
稿
は

G
6
サ
ミ
ッ
ト
誕
生
の
経
緯
を
、
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
第
一
次
石
油
危
機
と
世
界
不
況
の
み
な
ら
ず
、
日
欧
貿
易
摩

擦
、
交
渉
主
体
に
即
し
て
言
え
ば
日

E
C

貿
易
摩
擦
を
と
お
し
て
描
く
。
サ
ミ
ッ
ト
誕
生
を
決
定
付
け
た
の
は
、
先
述
の
三
つ
の
世

界
的
な
問
題
の
み
な
ら
ず
、
当
時
欧
州
諸
国
へ
の
輸
出
を
急
増
さ
せ
た
日
本
と

E
C

の
間
の
貿
易
摩
擦
が
影
響
し
た
の
で
は
な
い
の

か
。
フ
ラ
ン
ス
を
含
め
た

E
C

加
盟
国
は
、

E
C
S
C

（
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
）
お
よ
び

E
E
C

（
欧
州
経
済
共
同
体
）
の
時
代
か

ら
積
み
重
ね
て
き
た
多
国
間
外
交
の
経
験
を
基
に
、
日
本
を
サ
ミ
ッ
ト
へ

お
び
き
出
し

、

E
C

お
よ
び

E
C

加
盟
国
の
利
益
に

適
う
方
向
に
貿
易
摩
擦
問
題
を
決
着
さ
せ
る
よ
う
、

G
6
・

G
7
サ
ミ
ッ
ト
を
利
用
し
た
の
で
は
な
い
か
。
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
は
、

日
本
に
よ
る

先
進
国
の
仲
間
入
り

を
改
め
て
印
象
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
首
脳
同
士
の
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
で
友
好
的
な
交
流
と
は
裏
腹
に
、
日
本
の
参
加
は
こ
れ
ま
で
歴
史
書
が
描
い
て
き
た
以
上
に
苦
難
に
満
ち
、
将
来
の
楽
観
を
許

さ
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
本
稿
は
従
来
の
サ
ミ
ッ
ト
研
究
に
欧
州
統
合
史
の
視
点
を
盛
り
込
み
つ
つ
、

G
6
・

G
7
サ
ミ

ッ
ト
発
足
期
の
歴
史
を
描
き
直
す
。
日
本
側
の
公
刊
史
料
に
欧
州
側
の
一
次
史
料
を
突
き
合
わ
せ
つ
つ
検
証
す
る
。
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⒈

日
本
の
戦
後
復
興
と
対
欧
輸
出
の
増
加

E
C
S
C

加
盟
六
カ
国
の
政
府
は
交
渉
の
末
、
一
九
五
七
年
三
月
に
ロ
ー
マ
条
約
に
署
名
し
、
翌
年
一
月
に

E
E
C

と
ユ
ー
ラ
ト

ム
を
発
足
さ
せ
た
。
新
し
く
発
足
し
た

E
E
C

の
下
で
は
、
ヒ
ト
、
物
、
サ
ー
ビ
ス
、
カ
ネ
の
移
動
が
原
則
自
由
と
さ
れ
た
。

E
E

C
は
域
内
の
自
由
貿
易
を
実
現
す
る
た
め
、
各
国
毎
に
異
な
る
関
税
を
漸
次
撤
廃
し
て
関
税
同
盟
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

E
E
C

お
よ
び
加
盟
六
カ
国
政
府
は
一
九
五
〇
年
代
当
初
、
日
本
を

通
商
上
の
脅
威

と
見
な
さ
な
か
っ
た
。
日
本
に
よ
る
対

E

E
C

輸
出
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
日
米
安
保
問
題
が
決
着
す
る
と
、
日
本
は
池
田
内
閣
の
掲
げ
る

所
得
倍
増
計
画

の
下
で
急
速
な
経

済
成
長
を
遂
げ
、
海
外
市
場
へ
の
輸
出
を
急
増
さ
せ
た
。
米
国
の
み
な
ら
ず
、

E
E
C

加
盟
国
も
日
本
の
輸
出
増
加
に
対
し
て
警
戒

心
を
持
ち
始
め
た
。
日
本
は
一
九
五
五
年
に

G
A
T
T

に
加
盟
し
、
翌
年
十
二
月
に
国
連
加
盟
を
果
た
し
、
一
九
六
四
年
四
月
に
は

O
E
C
D

に
加
盟
し
た
。
こ
う
し
て
日
本
は
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
、
国
際
社
会
の
中
で
の
存
在
感
を
増
し
た
が
、
同
時
に
、

新
た
に
台
頭
す
る
脅
威
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
、
日
系
企
業
は
繊
維
、
鉄
鋼
、
造
船
に
お
い
て
欧
米
市
場
で

の
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、

E
E
C

諸
国
の
中
に
は
日
本
の
急
成
長
と
日
米
貿
易
摩
擦
を

対
岸
の
火
事

の
よ
う

に
静
観
す
る
国
が
あ
っ
た
。
日
本
の
対
欧
輸
出
が
依
然
と
し
て
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
加
え
て
欧
州
経
済
も
順
調
だ
っ
た
。

好
調
な
日
本
の
輸
出
を
黙
認
し
て
い
た
の
は
、

E
E
C

の
中
で
も
比
較
的
大
き
な
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
で

あ
っ
た
。
対
照
的
に
、

小
国

で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
、
日
本
製
品
の
進
出
に
神
経
を
尖
ら
せ
始

め
て
い
た
。

大
国

で
あ
る
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
に
と
っ
て
、
日
本
の
急
激
な
成
長
と
欧
州
市
場
へ
の
進
出
は
懸
念

材
料
と
な
り
始
め
て
は
い
た
が
、
自
国
の
堅
調
な
経
済
成
長
と
、
こ
れ
を
支
え
る
欧
州
統
合
の
行
方
の
方
が
大
切
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
に
と
っ
て
も
欧
州
統
合
の
行
方
は
大
切
だ
っ
た
が
、
彼
ら
に
し
て
み
れ
ば
、
日
本
の
急
激
な
対
欧
進
出
は
、
既
に

十
分
に
自
国
の
経
済
成
長
と
自
国
産
業
の
生
き
残
り
に
対
す
る
明
白
な
脅
威
と
な
り
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
国
と
小
国
の
間
に

日
本
か
ら
受
け
た

被
害

を
め
ぐ
る
認
識
の
差
が
生
ま
れ
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
三
年
三
月
、
欧
州
委
員
会
の
通
商
問
題
担
当
部
局
と
加
盟
国
政
府
代
表
と
の
間
で
、
日
本
の
繊
維
製
品
の
輸
出
に
対
し
て

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
発
動
す
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
激
し
い
や
り
取
り
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
欧
州
レ
ベ
ル
の
共
通
通
商
政
策

は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
加
盟
国
は
閣
僚
理
事
会
や
欧
州
委
員
会
の
作
業
部
会
等
を
利
用
し
、
各
国
毎
に
異
な
る
通
商
政
策
の
摺
り

合
わ
せ
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
を
筆
頭
に
、
ベ
ル
ギ
ー
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
代
表
は
日
本
製
品
の
排
除
を
主
張
し
た
。

日
本
の
輸
出
に
よ
っ
て
自
国
の
繊
維
産
業
が
深
刻
な
打
撃
を
蒙
り
、
合
理
化
に
よ
っ
て
失
業
者
が
急
増
す
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
い
う

主
張
で
あ
っ
た
。
対
し
て
、
ド
イ
ツ
を
筆
頭
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
の
代
表
の
態
度
は
比
較
的
冷
め
て
お
り
、

ベ
ネ
ル
ク
ス

三
国
が
要
求
し
て
い
る
こ
と
は

G
A
T
T

お
よ
び

E
E
C

域
内
の
自
由
貿
易
原
則
に
反
す
る
も
の
で
あ
る

と
窘
め
た
。
結
論
と
し

て
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
主
張
が
優
先
さ
れ
、
日
本
の
輸
出
に
問
題
は
な
く
、
特
別
な
対
処
も
し
な
い
、
と
の
意
見
が

大
勢
を
占
め
た
。

一
方
で
日
本
側
に
は
、

E
E
C

内
部
の
対
日
感
情
に
温
度
差
が
生
じ
始
め
て
い
る
と
い
う
認
識
は
、
こ
の
時
点
で
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
日
本
の
対
欧
輸
出
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、

E
E
C

諸
国
が
多
く
の
対
日
保
護
措
置
を
有
し
て
い
た
た
め
、
日
本

は

E
E
C

市
場
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
は
四
二
品
目
を
保
護
し
、
二
国
間
の
対
日
セ
ー
フ

ガ
ー
ド
を
保
持
し
た
。
イ
タ
リ
ア
に
は
対
日
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
は
な
か
っ
た
が
、
四
八
品
目
を
保
護
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
四
二
品
目
を

対
日
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
で
保
護
し
た
。
ド
イ
ツ
は
一
八
品
目
を
保
護
し
た
が
、
対
日
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
持
た
ず
、

E
E
C

の
中
で
は
最

も
自
由
化
が
進
ん
で
い
た
。
通
産
省
は

E
E
C

諸
国
の
保
護
措
置
撤
廃
を
求
め
た
が
、
日
本
に
も
多
く
の
輸
入
障
壁
が
残
っ
て
い
た

た
め
、

E
E
C

各
国
と
の
二
国
間
交
渉
は
思
う
よ
う
に
進
展
し
な
か
っ
た
。
日
本
に
対
し
て
一
方
的
な
要
求
を
押
し
付
け
て
く
る

E
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E
C

諸
国
に
対
し
て
外
務
省
が
強
く
反
論
し
な
い
た
め
、
通
産
省
は
こ
れ
を
批
判
し
た
。
繊
維
問
題
は
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
ま
で

決
着
し
な
か
っ
た
。

⒉

石
油
危
機
と
貿
易
摩
擦
の
激
化

一
九
六
七
年
の
機
構
改
革
を
経
て
、

E
C
S
C

、

E
E
C

と
ユ
ー
ラ
ト
ム
は
、
ま
と
め
て

E
C

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

九
六
八
年
七
月
に
関
税
同
盟
を
完
成
さ
せ
、
次
に
域
外
国
と
の
通
商
関
係
を
欧
州
レ
ベ
ル
で
統
一
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
域
内
関

税
を
撤
廃
し
た
後
に
、
域
外
か
ら
の
輸
入
品
に
共
通
関
税
を
設
定
す
る
作
業
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
に

E
E
C

・

E

C
内
部
で
行
わ
れ
た
政
策
議
論
は
、
域
内
の
関
税
削
減
・
撤
廃
と
、
こ
れ
に
関
連
す
る
最
も
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
農

産
物
の
関
税
で
あ
っ
た

）
。

G
A
T
T

ケ
ネ
デ
ィ
・
ラ
ウ
ン
ド
が
開
か
れ
る
と
、
政
策
議
論
の
焦
点
は
、
域
内
問
題
か
ら
域
外
国
に
シ

フ
ト
し
、
自
由
化
を
推
し
進
め
る
主
張
が
出
る
一
方
で

）
、
域
外
国
に
対
す
る
強
い
警
戒
心
も
露
わ
に
な
っ
た
。
域
外
の

低
価
格

国

に
対
す
る
保
護
措
置
や
、
ア
ン
チ
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
措
置
等
が
議
論
に
上
っ
た

）
。
ま
ず
は
域
内
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
一
致
さ

せ
、
そ
の
内
容
に
沿
う
形
で
域
外
と
の
関
係
を
議
論
す
る
、
と
い
う
順
番
で

E
E
C

・

E
C

内
の
政
策
議
論
が
進
ん
だ
の
で
あ
る

）
。

一
九
七
〇
年
一
月
、

E
C

の
共
通
通
商
政
策
が
始
動
し
た
。
加
盟
国
首
脳
が
開
く
理
事
会
の
合
意
の
下
、
欧
州
委
員
会
は
交
渉
権

限
を
与
え
ら
れ
、
日
本
を
含
む
域
外
国
と
の
通
商
交
渉
に
つ
い
た
。
当
時
の

E
C

加
盟
国
は
全
て

G
A
T
T

加
盟
国
で
あ
っ
た
た
め
、

日

E
C

間
の
貿
易
は
原
則
と
し
て
自
由
化
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
品
目
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
制
限
措
置
を

採
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
日
本
側
の
輸
入
障
壁
の
問
題
も
あ
り
、
交
渉
が
難
航
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
加
え
て

E
C

の
新
し
い

共
通
政
策
が
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
か
不
透
明
な
部
分
も
あ
り
、
外
務
省
と
通
産
省
は
様
子
見
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
一
九
七
一
年
の
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
と
一
九
七
三
年
末
の
第
一
次
石
油
危
機
が
起
き
、
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
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勢
が
急
速
に
悪
化
し
た
。
通
商
交
渉
の
見
通
し
は
よ
り
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

石
油
危
機
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量
の
減
少
と
価
格
の
高
騰
、
こ
れ
に
続
く
世
界
的
な
不
況
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
日
本
製
品
の

対
欧
進
出
を
静
観
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
が
、
日
本
に
対
す
る
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
。
結
果
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
に

ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
が
繊
維
問
題
を
め
ぐ
っ
て
表
明
し
て
い
た
対
日
懸
念
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
が
同
調
す
る
形
と
な
っ
た
。
一

九
七
三
年
に

E
C

に
新
規
加
盟
し
た
イ
ギ
リ
ス
も
、
自
国
経
済
の
低
迷
に
よ
り
、
日
本
の
輸
出
に
対
し
て
厳
し
い
姿
勢
で
臨
ん
だ
。

ド
イ
ツ
の
み
、
貿
易
自
由
化
に
逆
行
す
る
こ
れ
ら
の
主
張
に
対
し
て
抵
抗
し
、
多
く
の
個
別
イ
シ
ュ
ー
に
お
い
て
態
度
を
留
保
し
た

）
。

一
九
七
〇
年
代
初
頭
の

E
C

の
対
日
共
通
通
商
政
策
は
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
が
保
持
し
て
き
た
二
国
間
ベ
ー
ス
の

対
日
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
、
共
同
体
全
体
の
も
の
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た

）
。
し
か
し
ド
イ
ツ
政
府
は
対
日
セ
ー
フ
ガ
ー

ド
に
反
対
し
、
日
本
に
輸
出
自
主
規
制
を
課
す
こ
と
に
も
慎
重
だ
っ
た

）
。
ド
イ
ツ
の
反
対
に
よ
り
、
対
日
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
共
同
体

化
は
理
事
会
で
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
が
反
対
す
る
限
り
当
面
は
大
丈
夫
、
と
い
う
楽
観
が
日
本
側
に
生
ま
れ
て
も
不
思
議

で
は
な
か
っ
た
。

日
本
に
対
す
る

E
C

諸
国
の
態
度
は
軟
化
し
な
か
っ
た
。
一
九
七
〇
年
五
月
二
六
日
、

E
C

の
理
事
会
は
欧
州
委
員
会
に
対
し
、

対
日
通
商
交
渉
に
お
い
て

秩
序
あ
る
輸
出
（ord

erly
m
ar
k
etin

g

）

を
求
め
る
よ
う
決
定
し
た

）
。
日
本
の
対
欧
輸
出
に
対
す
る

自
主
的
な
制
限
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
一
月
に

E
C

に
新
規
加
盟
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
日
本
に
対
し
て

自
由
競

争
よ
り
も
公
正
な
競
争
（fair

co
m
p
etitio

n

）
を
す
る
べ
き
だ

）

、
と
主
張
し
た
。
日
本
製
品
が
急
速
に
欧
州
市
場
に
進
出
し
、
か

つ
限
ら
れ
た
品
目
に
お
い
て
集
中
豪
雨
的
に
押
し
寄
せ
た
た
め
、
英
国
産
業
が
致
命
的
な
損
害
を
蒙
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
海
外
市
場

へ
の
そ
の
よ
う
な
急
激
で
不
自
然
な
拡
大
は

自
由
原
則
の
濫
用

で
あ
る
、
と
イ
ギ
リ
ス
は
主
張
し
た

）
。

ド
イ
ツ
を
除
く

E
C

加
盟
国
政
府
が
対
日
批
判
の
大
合
唱
に
合
流
す
る
中
、
欧
州
委
員
会
が
と
っ
た
立
場
は
複
雑
で
あ
っ
た
。
一

方
で
委
員
会
は
日
本
に
対
し
て
非
常
に
神
経
を
使
い
、
日
本
の
立
場
に
理
解
を
示
し
続
け
た
。
他
方
で
、
委
員
会
は
加
盟
国
よ
り
も

法学研究 84 巻 1 号（2011 : 1）

456



は
る
か
に
積
極
的
な
主
張
を
打
ち
出
し
た
。
駐
日
欧
州
委
員
会
代
表
部
は
一
九
七
五
年
十
一
月
に
広
報
誌

を
創
刊
し

）
、
日
本
政
府
、
財
界
、
世
論
に
対
し
て
広
く

E
C

（
厳
密
に
は
欧
州
委
員
会
）
の
立
場
や
欧
州
諸
国
の
現
状

を
伝
え
る
広
報
活
動
を
展
開
し
た
。
欧
州
委
員
会
は

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

に
お
い
て
、
日
欧
の

貿
易
収
支
不
均
衡
問
題

と
い

う
表
現
を
使
い
、
慎
重
に

摩
擦

と
い
う
表
現
を
避
け
て
い
る
。
欧
州
委
員
会
は
日
本
政
府
お
よ
び
財
界
に
対
し
て
刺
激
的
な
表

現
を
使
う
こ
と
を
避
け
、
日
本
側
の
理
解
を
得
や
す
い
雰
囲
気
を
醸
成
し
、
妥
協
的
な
姿
勢
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
見

え
る
。
欧
州
委
員
会
の
対
外
関
係
担
当
委
員
同
士
で
回
覧
さ
れ
た
内
部
文
書
に
は
、

日
本
側
は
対
日
差
別
的
な
取
り
扱
い
や
言
葉

遣
い
に
非
常
に
敏
感
で
あ
り
、
常
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
接
す
る
べ
き
で
あ
る

と
の
警
告
が
明
記
さ
れ
て
い
る

）
。

日
本
側
に
対
し
て
慎
重
な
配
慮
を
見
せ
る
一
方
で
、
欧
州
委
員
会
は
、
交
渉
内
容
に
お
い
て
は
攻
め
の
姿
勢
を
貫
い
た
。
ド
イ
ツ

を
除
く

E
C

加
盟
国
は

日
本
製
品
の
拒
絶

と
い
う
、
消
極
的
な
守
り
の
姿
勢
を
と
っ
た
。
対
照
的
に
欧
州
委
員
会
は
、
積
極
的

な

攻
め
に
よ
る
防
衛

を
打
ち
出
し
た
。
欧
州
委
員
会
は
、
日
本
の
輸
出
を
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
輸
入
（
の
少
な

さ
）
を
問
題
に
し
、
ま
た
そ
の
原
因
を
日
本
側
の
輸
入
障
壁
の
み
な
ら
ず
、
欧
州
企
業
の
輸
出
努
力
の
不
足
に
求
め
、
厳
し
く
批
判

し
た

）
。
欧
州
委
員
会
は

自
由
貿
易
原
則
の
堅
持

を
表
明
し
、
貿
易
収
支
の
不
均
衡
を
解
消
す
る
た
め
に
、

E
C

加
盟
国
に
よ
る

日
本
へ
の
輸
出
拡
大
を
強
く
求
め
た

）
。
ド
イ
ツ
以
外
の
加
盟
国
政
府
は
、
日
本
と
の
二
国
間
の
話
し
合
い
で

日
本
の
急
激
な
輸
出

に
よ
っ
て
自
国
の
失
業
者
が
急
増
し
た

と
訴
え
た
が

）
、
欧
州
委
員
会
は
こ
の
よ
う
な
議
論
に
与
せ
ず
、
日
本
の
非
関
税
障
壁
を
撤

廃
す
る
よ
う
通
産
省
と
経
団
連
に
求
め
た
。
保
護
貿
易
で
は
な
く
、
貿
易
の
拡
大
均
衡
に
よ
る
不
均
衡
是
正
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

欧
州
委
員
会
の
要
求
に
理
解
を
示
し
た
の
は
外
務
省
で
あ
っ
た
。
外
務
省
は
通
産
省
と
経
団
連
に
対
し
、
委
員
会
と
の
交
渉
に
お

い
て
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
臨
む
よ
う
促
し
た

）
。
外
務
省
の
中
に
は
、
欧
州
委
員
会
が
通
商
交
渉
ア
ク
タ
ー
と
し
て
自
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
高
め
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
、
と
い
う
見
方
が
あ
っ
た

）
。
経
団
連
は
、
個
別
の
案
件
に
お
い
て
は
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
つ
つ
、

長
期
的
な
視
点
か
ら
、

E
C

加
盟
国
が
主
張
す
る
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
当
面
は
容
認
す
る
柔
軟
な
姿
勢
を
見
せ
た

）
。
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⒊

G6
サ
ミ
ッ
ト
の
招
集
と
、
摩
擦
鎮
静
化
へ
の
一
歩

欧
州
委
員
会
の
み
な
ら
ず
、

E
C

加
盟
国
政
府
の
側
に
も
、
全
員
で
日
本
を
叩
く
こ
と
が

日
本
を

自
由
世
界
の
孤
児

に
追

い
込
む
こ
と
に
な
る

と
主
張
す
る
慎
重
派
が
い
た
。
対
日
強
硬
姿
勢
に
転
じ
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
一
九
七
四
年
に
大
統
領

に
就
任
し
た
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
は
こ
の
立
場
に
理
解
が
あ
っ
た
。
一
九
七
五
年
の

G
6
サ
ミ
ッ
ト
の
意
義
を

日
本
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
含
め
た
こ
と

と
評
す
る
者
も
い
た

）
。
し
か
し
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
は
、
自
由
貿
易
原
則
の
堅
持
を

主
張
し
つ
つ
、
貿
易
摩
擦
の
緩
和
の
た
め
に
は

自
由
貿
易
よ
り
も
秩
序
あ
る
輸
出

を
サ
ミ
ッ
ト
の
場
で
唱
え
た

）
。
彼
が
議
長
国

と
し
て
の
ホ
ス
ト
役
に
徹
し
た
、
と
の
評
価
が
あ
る

）
。
し
か
し
サ
ミ
ッ
ト
後
の
宣
言
に
お
い
て

秩
序
あ
る
輸
出

に
踏
み
込
ん
で

言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
が
日
本
に
対
し
て
決
し
て
妥
協
的
な
態
度
を
と
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
言

え
る
。
日
本
は
重
い
課
題
を
突
き
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
が
サ
ミ
ッ
ト
へ
日
本
を
招
聘
し
た
の
も
、
こ
の
状
況
を
日
本

に
知
ら
し
め
る
た
め
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る

）
。

一
九
七
六
年
に
入
っ
て
景
気
が
一
段
と
悪
化
す
る
と
、
欧
州
委
員
会
の
論
調
も
変
化
し
、
懸
念
を
露
わ
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た

）
。
欧
州
委
員
会
は
非
関
税
障
壁
の
撤
廃
等
、
日
本
国
内
の
対
応
の
み
な
ら
ず
、
通
産
省
と
経
団
連
が
欧
州
ま
で
出
向
い
て
摩
擦

の
緩
和
に
努
め
る
よ
う
求
め
た
。
一
九
七
六
年
に
日

E
C

貿
易
収
支
不
均
衡
は
四
一
億
ド
ル
に
達
し
、
翌
年
に
は
更
に
拡
大
す
る
見

込
み
で
あ
っ
た

）
。
欧
州
委
員
会
か
ら
の
要
求
を
受
け
、
経
団
連
は
一
九
七
六
年
十
月
に
土
光
訪
欧
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
し
た
。
土
光

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
れ
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
欧
州
委
員
会
も
訪
問

し
た
。
土
光
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
日
本
に
対
す
る
風
当
た
り
が
予
想
以
上
に
強
い
こ
と
に
驚
く
こ
と
と
な
っ
た

）
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
帰
国
後

す
ぐ
に
三
木
首
相
に
報
告
し

）
、

E
C

と
の
通
商
交
渉
が

危
機
に
あ
る

こ
と
を
伝
え
た

）
。

法学研究 84 巻 1 号（2011 : 1）

458



日
本
に
対
す
る
風
当
た
り
が
強
ま
る
中
、
欧
州
委
員
会
は
依
然
と
し
て
日
本
の
立
場
に
理
解
を
示
し
た
。
委
員
会
は
日
本
製
品
に

対
す
る
ア
ン
チ
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
措
置
の
積
極
活
用
を
検
討
し
つ
つ
も
、
そ
の
運
用
対
象
を
限
定
し
、
発
動
の
た
め
に
は

G
A
T
T

の

審
査
基
準
を
厳
格
に
適
用
す
る
よ
う
唱
え
た

）
。
欧
州
委
員
会
は
貿
易
不
均
衡
を
対
日
輸
出
拡
大
に
よ
っ
て
解
消
す
る
こ
と
で
、
委
員

会
と
そ
の
政
策
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た

）
。
そ
の
た
め
、
オ
ル
ト
リ
委
員
長
下
の
欧
州
委
員
会
に
は
、
時
機
を
得

た
経
団
連
一
団
の
訪
問
を
歓
迎
す
る
ム
ー
ド
が
あ
っ
た

）
。
し
か
し
そ
の
際
も
、

こ
れ
以
上
貿
易
収
支
不
均
衡
が
拡
大
す
る
と
、
域

内
の
保
護
主
義
勢
力
の
台
頭
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

と
、
強
く
警
告
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た

）
。

一
方
、

E
C

加
盟
国
は
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
の
か
。
日
本
に
対
す
る
非
難
は
や
ま
な
か
っ
た
が
、
対
日
不
信
の
急
先
鋒
と
な
っ

た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
対
日
輸
出
を
促
進
す
る
動
き
が
出
始
め
た
。
日
本
側
も
こ
れ
に
応
じ
、
通
産
省
と
経
団
連
は
外
務
省
と
フ

ラ
ン
ス
政
府
と
の
協
力
の
下
、
対
日
輸
出
促
進
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
し
た
。
日
本
側
か
ら
経
団
連
、
機
械
輸
出
組
合
、

商
社
等
の
企
業
関
係
者
と
大
使
館
員
等
、
七
十
名
近
く
が
使
節
団
に
参
加
し
、
一
九
七
七
年
三
月
五
日
に
パ
リ
に
到
着
し
た
。
日
本

側
は
、
既
に
日
本
が
輸
入
し
て
い
た
化
学
製
品
、
繊
維
製
品
、
酒
類
の
輸
入
拡
大
を
模
索
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
側
が
使

節
団
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
く
、
航
空
機
、
機
械
類
、
自
動
車
部
品
等
、
こ
れ
ま
で
輸
出
し
て
い
な
か
っ
た
工
業
製
品
の
売
り
込
み

に
熱
心
だ
っ
た

）
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
現
地
で
歓
迎
さ
れ
、
現
地
メ
デ
ィ
ア
に
も
肯
定
的
に
報
道
さ
れ
た

）
。

一
九
七
七
年
一
月
、
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
ロ
イ
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
が
新
た
に
欧
州
委
員
会
委
員
長
に
着
任
し
た
。
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
の

就
任
に
伴
い
、
委
員
会
内
部
の
対
日
関
連
文
書
に
強
い
表
現
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
対
日
交
渉
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。

こ
の
時
期
を
境
に
委
員
会
は
日
本
政
府
・
財
界
に
対
し
、

E
C

と
の
貿
易
収
支
不
均
衡
問
題
を
、
特
に
社
会
問
題
、
失
業
率
の
急
上

昇
と
結
び
付
け
て
交
渉
に
臨
み
、
日
本
側
に
強
い
態
度
で
譲
歩
を
迫
る
よ
う
に
な
っ
た

）
。
前
年
ま
で
欧
州
委
員
会
対
外
関
係
担
当
委

員
の
内
部
文
書
に
は
な
か
っ
た

欧
州
の
失
業
問
題
と
、
こ
れ
に
対
す
る
日
本
側
の
理
解

と
い
う
表
現
が

）
、
一
九
七
七
年
三
月
の

内
部
文
書
に
新
た
に
登
場
し
て
い
る

）
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
視
点
に
立
っ
た
主
張
は
、
そ
の
議
論
が
統
計
的
な
裏
付
け
に
基
づ
い
て
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正
確
に
成
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

E
C

加
盟
諸
国
の
世
論
で
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
失
業
者
の
増
加

は
石
油
危
機
以
来
の
傾
向
で
あ
り
、
日
本
の
輸
出
が
実
質
ど
れ
く
ら
い
影
響
し
た
の
か
、
正
確
な
測
定
は
難
し
い

）
。
し
か
し
こ
の
論

拠
の
危
う
い
、
強
い
論
調
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
、
欧
州
委
員
会
が
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
委
員
長
の
下
で
対
外
関
係
の
最
高
責
任
者
に
就
任
し
た
副
委
員
長
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ハ
ー
フ
ァ
ー
カ
ン
プ
は
、

一
九
七
七
年
五
月
十
九
日
と
二
十
日
に
東
京
を
訪
問
し
、
福
田
首
相
、
鳩
山
外
相
、
田
中
通
産
大
臣
、
土
光
経
団
連
会
長
と
会
談
し

た
。
彼
は
欧
州
委
員
会
の
従
来
の
主
張
を
繰
り
返
し
、
日

E
C

貿
易
不
均
衡
は
、
日
本
側
の
輸
出
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、

E
C

か
ら
日
本
へ
の
輸
出
を
増
や
す
こ
と
で
解
消
す
る
べ
き

）
、
と
伝
え
た
。
彼
は
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
、

E
C

加
盟
国
に
お
け
る
失
業

が
更
に
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し

）
、
日
本
政
府
お
よ
び
財
界
が

単
な
る
約
束
で
は
な
く
具
体
的
成
果

を
挙
げ
る
よ
う
強

く
求
め
た

）
。
こ
の
時
期
を
境
に
、

E
C

市
場
に
輸
出
す
る
経
団
連
傘
下
の
日
系
企
業
は
、

E
C

域
内
に
工
場
を
建
設
し
、
現
地
生
産

す
る
可
能
性
を
模
索
し
始
め
た

）
。
こ
れ
に
よ
っ
て

E
C

に
お
い
て
新
規
雇
用
を
生
み
出
し
、

日
本
か
ら

E
C

向
け
に
失
業
を
輸
出

し
て
い
る

と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
ず
に
す
む
か
ら
で
あ
る

）
。
経
団
連
は
一
九
七
七
年
九
月
に
最
初
に
こ
の
議
論
を
公
に
し

）
、

次
い
で
通
産
省
は
翌
七
八
年
十
一
月
に
初
め
て
議
論
を
披
露
し
た

）
。
通
産
省
お
よ
び
経
団
連
の
中
に
、
日
本
の
商
慣
行
や
ビ
ジ
ネ
ス

心
理
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
認
識
が
徐
々
に
生
ま
れ
始
め
た

）
。
ハ
ー
フ
ァ
ー
カ
ン
プ
は
日

E
C

交
渉
に
転
機

を
も
た
ら
し
、
そ
の
決
着
の
方
向
性
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
よ
う

）
。

時
を
同
じ
く
し
、

G
6
・

G
7
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
も
変
化
が
生
じ
た
。
一
九
七
七
年
四
月
に
開
か
れ
た
ロ
ン
ド
ン
・
サ
ミ
ッ
ト

に
お
い
て
、
日
・
米
・
独
が
機
関
車
の
役
割
を
果
た
し
経
済
を
引
っ
張
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
議
論
が
披
露
さ
れ
た
。
ロ
ン
ド

ン
・
サ
ミ
ッ
ト
は
欧
州
委
員
会
の
代
表
が
参
加
し
た
最
初
の
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
り
、
ま
た
先
進
各
国
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
反
映
し
、

労
働
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
た
最
初
の
サ
ミ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
機
関
車
論
に
応
じ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

日

E
C

貿
易
摩
擦
を
め
ぐ
っ
て
欧
州
側
と
交
渉
を
重
ね
て
き
た
通
産
省
と
経
団
連
に
お
い
て
、

日
本
は
世
界
経
済
を
支
え
る
た
め
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に
必
要
な
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
べ
き
で
あ
る

と
の
認
識
が
強
く
な
っ
た

）
。
欧
州
委
員
会
の
姿
勢
が
硬
化
し
た
一
方
で
、
日
本
側
も

つ
ら
れ
て
態
度
を
硬
化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
冷
静
か
つ
柔
軟
に
応
じ
る
心
理
的
な
準
備
が
こ
の
時
点
で
で
き
て
い
た
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

ハ
ー
フ
ァ
ー
カ
ン
プ
副
委
員
長
は
翌
一
九
七
八
年
三
月
に
再
び
東
京
を
訪
れ
、
牛
場
対
外
関
係
大
臣
と
会
談
を
し
た
。
既
に
前
年

の
東
京
訪
問
に
お
い
て
日
本
政
府
、
財
界
、
欧
州
委
員
会
の
間
で
大
筋
で
意
見
が
一
致
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
三
月
二
四
日
に
両

者
の
間
で
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
が
採
択
さ
れ
た

）
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
、
日

E
C

貿
易
不
均
衡
が
日
本
と

E
C

両
者
の
努
力
に
よ
っ
て
解
消

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
。
具
体
的
に
は
、

E
C

諸
国
の
企
業
は
日
本
市
場
に
輸
出
す
る
努
力
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て

通
産
省
お
よ
び
経
団
連
が
こ
れ
を
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。
他
方
で
日
本
政
府
も
、
日
本
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に

す
る
よ
う
、
引
き
続
き
関
税
・
非
関
税
障
壁
を
撤
廃
し
て
い
く
こ
と
も
明
記
さ
れ
た
。
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
、
翌
四
月
に

E
C

の
理

事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た

）
。

一
九
七
八
年
三
月
の
牛
場
・
ハ
ー
フ
ァ
ー
カ
ン
プ
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
、
両
者
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
か
。
日
本
側
は
こ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
積
極
的
に
評
価
し
、
貿
易
摩
擦
が
一
時
的
に
解
消
し
た
、
と
肯
定
し
た

）
。
他
方
で
欧
州
委
員
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
対

し
、
や
や
冷
め
た
見
方
を
し
て
い
た
。
委
員
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を

貿
易
不
均
衡
の
解
消
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
過
ぎ
な

い

と
評
し

）
、
一
連
の
通
商
交
渉
の
成
否
は
今
後
の
日
本
側
の
対
応
次
第
で
あ
る
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
た
。

欧
州
委
員
会
が
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
つ
い
て
冷
め
た
評
価
を
下
し
た
一
方
で

）
、
日
本
に
と
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
が
持
つ
意
味
は
小
さ

く
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
日

E
C

貿
易
摩
擦
を
一
時
的
に
鎮
静
さ
せ
た
（
あ
る
い
は
鎮
静
化
を
内
外
に
印
象
付
け
た
）
こ
と
に
加
え
、

一
九
七
八
年
に
日
本
が
議
長
国
と
な
っ
て
初
め
て
開
催
す
る
東
京
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
弾
み
が
つ
い
た
こ
と
で
あ
る
。
貿
易
摩
擦
に
つ
い
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て
の
解
決
の
糸
口
す
ら
摑
め
ず
に
サ
ミ
ッ
ト
議
長
国
の
任
を
負
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
に
日
本
が

E
C

側
と
何
ら
か
の
具
体
的
な

合
意
を
得
ら
れ
た
事
実
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
が
世
界
的
な
経
済
情
勢
に
つ
い
て
正
し
く
認
識
し
、
行
動
す
る

責
任
を
感
じ
、
行
動
を
起
こ
す
決
心
を
内
外
に
示
す
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
1
）

二
〇
一
〇
年
七
月
十
六
日
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
し
た
国
際
会
議

G8
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
議
長
国
外
交

│
│
多
国
間
外
交
の
歴
史
と
現
在
│
│

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
の
田
中
俊
郎
先
生
の
ス
ピ
ー
チ
。
同
会
議
は
、
公
益
財
団
法
人
サ
ン
ト
リ

ー
文
化
財
団

二
〇
〇
九
年
度
人
文
科
学
・
社
会
科
学
に
関
す
る
研
究
助
成

、
日
仏
会
館
研
究
セ
ン
タ
ー
、
新
潟
県
立
大
学
政
策
研
究

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
支
援
に
基
づ
い
て
開
催
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を
表
す
る
。
な
お
、
こ
の
論
文
は
近
刊
予
定
で
あ
る
拙
稿
、

日
欧
貿
易
摩
擦
の
交
渉
史
│
│
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
労
働
組
合
・

E
C
委
員
会
・
域
外
パ
ワ
ー
、
一
九
五
八
│
一
九
七
八
年

遠
藤

乾
・
板
橋
拓
己
（
編
）

複
数
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
北
海
道
大
学
出
版
会
）
の
元
と
な
っ
た
論
文
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）

現
在
の

E
U（
欧
州
連
合
）
に
至
る
制
度
の
発
展
を
整
理
す
る
。
一
九
五
二
年
八
月
に

E
C
S
C（
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
）
が
発

足
し
た
。
一
九
五
八
年
一
月
に

E
E
C（
欧
州
経
済
共
同
体
）
と
ユ
ー
ラ
ト
ム
（
欧
州
原
子
力
共
同
体
）
が
発
足
し
、
合
計
三
つ
の
機
関

が
併
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
六
七
年
に
こ
れ
ら
三
つ
を
統
合
し
て

E
C（
欧
州
共
同
体
）
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
三
年

十
一
月
か
ら
、
現
在
の
呼
称
で
あ
る

E
U（
欧
州
連
合
）
と
な
っ
た
。
な
お
、
呼
称
が
変
化
す
る
前
後
の
時
期
に
跨
っ
て
言
及
す
る
際
に

は
、

E
E
C・

E
Cあ
る
い
は

E
C・

E
Uと
併
記
し
た
。

（
3
）D

a
niel

N
a
u
rin

a
n
d

H
ele

n
W
allace(

e
ds),

:

,
P
alg

ra
v
e

M
ac

M
illa

n,
2
0
0
8;

R
o
b
ert

T
h
o
m
so

n,
T
h
e
C
o
u
n
cil

P
resid

e
n
c
y
in

th
e
E
u
ro

p
ea

n
U‑

nio
n:

R
esp

o
n
sibility

w
ith

P
o
w
er,"

,
V
ol.4

6,
N
o.3,

J
u
n
e20

08,
p
p.5
93

61
7;

Fio
n
a
H
a
y
es

R
e
n
s
h
a
w
a
n
d
H
ele

n
W
allace,

,
(2

e
d.),

P
alg

ra
v
e

M
ac

M
illa

n,
20
06;

Jo
n
as

T
allb

er
g,

T
h
e

A
g
e
n
d
a
S
ettin

g
P
o
w
ers

of
th

e
E
U

C
o
u
n
cil

P
resid

e
n
c
y,"

,
V
ol.1

0,
Iss

u
e1,

F
e
br

u
ar
y2
00
3,

p
p.1

1
9.

（
4
）

こ
の
論
文
に
使
用
し
た
史
料
は
、

E
E
C・

E
C（H

istorical
A
rc
hiv

es
of

th
e
E
u
ro

p
e
a
n
U
nio

n,
H
A
E
U

）、
駐
日
欧
州
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委
員
会
代
表
部

、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
政
府
（B

u
n
d
esarc

hiv,
B
A

）、
外
務
省

経
済
と

外
交

、
通
産
省

通
商
白
書

、
同

通
産
ジ
ャ
ー
ナ
ル

、
経
団
連

経
団
連
月
報

等
で
あ
る
。

（
5
）H

A
E
U,

B
A
C1/19

70,
G
e
n
eraldire

ktio
n

A
u
s
w
a
¨
rtg

e
B
ezie

h
u
n
g,

.,
B
r
u
¨

ssel,
d
e
n6.

M
a
¨
rz1

96
3.

（
6
）Ibid.

（
7
）Ibid.

（
8
）Ibid.

（
9
）

国
際
化
時
代
に
お
け
る
通
商
産
業
政
策
の
あ
り
方

通
産
ジ
ャ
ー
ナ
ル

（
一
九
六
七
年
創
刊
号
）
一
三
頁
。

（
10
）H

A
E
U,

C
E
S6
4,

D
ie

G
e
w
er
k
sc
h
aft

u
n
d
die

e
u
ro

p
a
¨
isc

h
e
G
e
m
ain

sc
h
aft,

v
o
n
L
u
d
w
ig

R
ose

n
b
er
g,

P
ra
¨
sid

e
nt

d
es

W
irtsc

h
afts

u
n
d
S
oziala

u
ssc

h
u
sses,

1
4.

Ja
n
u
ar19

6
1.

（
11
）H

A
E
U,

C
E
S1
1
84,

Ä
n
d
er
u
n
g
sa

ntra
g
v
o
n
H
err

n
B
ra

u
n,
2
5.

N
o
v
e
m
b
er19

6
4.

（
12
）H

A
E
U,

C
E
S1
1
8
4,

Ä
n
d
er
u
n
g
sa

ntra
g
z
u
m

E
nt

w
u
rf

ein
er

Stellu
n
g
n
a
h
m
e
d
es

U
ntera

u
ssc

h
u
sses

Initiativ
e

19
64,"

1.
D
eze

m
b
er1

96
4.

（
13
）

鈴
木
均

日
欧
貿
易
摩
擦
の
交
渉
史
│
│
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
労
働
組
合
・

E
C委
員
会
・
域
外
パ
ワ
ー
、
一
九
五
八
│
一
九
七
八

年

遠
藤
乾
・
板
橋
拓
己
（
編
）

複
数
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

北
海
道
大
学
出
版
会
（
近
刊
予
定
）。

（
14
）H

A
E
U,

B
A
C2
8/19

8
0,

N
o.52

0,
N
ote

for
th

e
atte

ntio
n
of

Sir
R
o
y
D
e
n
m
a
n,

a
nti

d
u
m
pin

g
d
uty

o
n
b
all

b
e
ar‑

in
g
s,
1
5

J
uly1

97
7.

（
15
）

日
独
・
日
仏
両
経
済
合
同
委
員
会
を
顧
み
て

経
団
連
月
報

第
18
巻
、
第
7
号
（
一
九
七
〇
年
七
月
）
五
四
│
五
七
頁
。
欧
州

委
員
会
は

E
C加
盟
国
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
撤
廃
で
き
な
い
、
と
い
う
経
団
連
の
予
測
に
つ
い
て
は
、

訪
欧
経
済
使
節
団
の
成
果

経

団
連
月
報

第
19
巻
、
第
12
号
（
一
九
七
一
年
一
二
月
）
二
六
│
四
二
頁
を
参
照
。

（
16
）B

A,
B1
36,

6
2
5
8,

N
ie
d
ersc

h
rift

u
¨

b
er

die
d
e
utsc

h
ja
p
a
nisc

h
e
n

W
irtsc

h
aftsb

esprec
h
u
n
g
e
n
a
m
13.

N
o
v
e
m‑

b
er1

9
7
3,

B
o
n
n.
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（
17
）

拡
大

E
C発
足
の
意
義
と
そ
の
将
来

経
団
連
月
報

第
21
巻
、
第
1
号
（
一
九
七
三
年
一
月
）
一
八
│
三
四
頁
、

E
E
Cの

対
日
共
通
通
商
政
策

経
団
連
月
報

第
19
巻
、
第
1
号
（
一
九
七
一
年
一
月
）
四
八
│
五
一
頁
。

（
18
）

対
欧
貿
易
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
対
応

経
団
連
月
報

（
一
九
七
六
年
十
二
月
）
八
│
二
三
頁
。

（
19
）

同
上
。

（
20
）

現
在
も

E
Uの
下
、
欧
州
委
員
会
は

を
公
刊
し
て
い
る
。

（
21
）H

A
E
U,

B
A
C
28/19

80,
N
o.8
8
5,

R
a
p
p
ort

d
es

co
n
seillers

co
m
m
ercia

u
x

d
es

p
a
y
s

d
e

la
co

m
m
u
n
a
ute

eco
n
o
m
iq
u
e
e
u
ro

p
e
e
n
n
e
a
u
ja
p
o
n(1)

5
6

e
｀

m
e
ra
p
p
ort,

2
4

m
ars1

9
77.

（
22
）H

A
E
U,

B
A
C
28/19

80,
N
o.8
8
1,

R
a
p
p
ort

d
es

co
n
seillers

co
m
m
ercia

u
x

d
es

p
a
y
s

d
e

la
co

m
m
u
n
a
ute

eco
n
o
m
iq
u
e
e
u
ro

p
e
e
n
n
e
a
u
ja
p
o
n(1)

5
5

e
｀

m
e
ra
p
p
ort,

2
6

fe
´

vrier1
97
6.

（
23
）Ibid.

（
24
）

通
産
省
の
中
に
は
、

E
Cの
中
で
日
本
に
最
も
立
場
が
近
い
国
は
ド
イ
ツ
で
あ
る
、
と
の
見
方
が
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
経
済
雑
感

通
産
ジ
ャ
ー
ナ
ル

（
一
九
七
二
年
七
月
）
一
八
│
二
三
頁
。

（
25
）

新
段
階
に
入
る

E
E
Cと
日
本

経
団
連
月
報

第
18
巻
、
第
1
号
（
一
九
七
〇
年
一
月
）
六
二
│
六
五
頁
。

（
26
）

七
〇
年
代
の
欧
州
統
合
の
展
望
と
日
・
欧
関
係
の
将
来

経
済
と
外
交

第
5
7
3
号
（
一
九
七
〇
年
二
月
）
二
│
七
頁
、

欧

州
統
合
の
新
局
面
と
対
欧
経
済
外
交

経
済
と
外
交

第
5
7
2
号
（
一
九
七
〇
年
一
月
）
一
七
頁
。

（
27
）

訪
欧
経
済
使
節
団
の
成
果

経
団
連
月
報

第
19
巻
、
第
12
号
（
一
九
七
一
年
一
二
月
）
二
六
│
四
二
頁
。

（
28
）

国
際
資
源
課
長
日
記
（
下
）

通
産
ジ
ャ
ー
ナ
ル

（
一
九
七
六
年
六
月
）
四
八
│
四
九
頁
。

（
29
）

対
欧
貿
易
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
対
応

経
団
連
月
報

（
一
九
七
六
年
一
二
月
）
八
│
二
三
頁
、

新
た
な
展
開
が

期
待
さ
れ
る
日
仏
経
団
連
間
の
交
流

経
団
連
月
報

（
一
九
七
六
年
四
月
）
三
二
│
三
四
頁
、

対
欧
輸
入
促
進
の
た
め
に

経
団
連

月
報

第
21
巻
、
第
12
号
（
一
九
七
三
年
十
二
月
）
五
一
│
五
四
頁
。

（
30
）

ラ
ン
ブ
イ
エ
首
脳
会
議
の
残
し
た
も
の
（
上
）

経
済
と
外
交

第
6
4
4
号
（
一
九
七
六
年
一
月
）
三
六
頁
。

（
31
）H

itos
hi

S
u
z
u
ki(20

10),
H
o
w
tra

d
e
co

nflicts
a
g
ain

st
Ja
p
a
n
pro

m
ote

d
E
u
ro

p
e
a
n
s
to

la
u
n
c
h
a
n
d
co

ntin
u
e
th

e

S
u
m
m
its,"

p
a
p
er

prese
nte

d
at

th
e
Inter

n
atio

n
al

C
o
nfere

n
ce,

:
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,
16

J
uly,

T
o
k
y
o.

（
32
）

対
欧
貿
易
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
対
応

経
団
連
月
報

（
一
九
七
六
年
一
二
月
）
八
│
二
三
頁
。

（
33
）

,
N
o.2
0,

J
u
n
e1
9
7
7,

p.1.

（
34
）

対
欧
貿
易
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
対
応

経
団
連
月
報

（
一
九
七
六
年
一
二
月
）
八
│
二
三
頁
。

（
35
）

同
上
。

（
36
）

日
・
米
・
欧
の
協
調
と
日
本
の
立
場
を
語
る

経
団
連
月
報

（
一
九
七
七
年
三
月
）
三
二
│
四
〇
頁
、

対
欧
貿
易
イ
ン
バ
ラ
ン

ス
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
対
応

経
団
連
月
報

（
一
九
七
六
年
一
二
月
）
八
│
二
三
頁
。

（
37
）H

A
E
U,

B
A
C3/1

9
7
8,

N
o.1
5
19,

Ele
m
e
nts

of
re
ply

to
th

e
oral

q
u
estio

n
of

M
r.

O
sb

or
n,
2
8

S
e
pte

m
b
er19

76;
H
A
E
U,

B
A
C3/1

9
7
8,

N
o.1
5
1
9,

N
ote

for
th

e
atte

ntio
n
of

M
r.

G
u
n
d
elac

h,
u
n
d
er

co
v
er

of
th

e
C
a
bin

et
of

Sir

C
hirsto

p
h
er

S
o
a
m
es,

R
elatio

n
s
w
ith

Ja
p
a
n,

C
o
m
m
issio

n
m
e
etin

g
of3

N
o
v
e
m
b
er

a
n
d
m
e
etin

g
w
ith

C
ore

p
er.

（
38
）Ibid.

（
39
）H

A
E
U,

B
A
C3/1

9
7
8,

N
o.1
5
19,

N
ote

to
th

e
atte

ntio
n
of

M
r.

Jac
k
so

n,
C
a
bin

et
of

Sir
C
hirsto

p
h
er

S
o
a
m
es,

M
r.

G
u
n
d
elac

h'
s
re
ply

to
M
r.

B
a
as

o
n
E
C/
Ja
p
a
n
relatio

n
s,
1
97
6.

（
40
）H

A
E
U,

B
A
C3/1

9
7
8,

N
o.1
5
19,

Ele
m
e
nts

of
re
ply

to
th

e
oral

q
u
estio

n
of

M
r.

O
sb

or
n,
2
8

S
e
pte

m
b
er19

76;
H
A
E
U,

B
A
C3/1

9
7
8,

N
o.1
5
1
9,

N
ote

for
th

e
atte

ntio
n
of

M
r.

G
u
n
d
elac

h,
u
n
d
er

co
v
er

of
th

e
C
a
bin

et
of

Sir

C
hirsto

p
h
er

S
o
a
m
es,

R
elatio

n
s
w
ith

Ja
p
a
n,

C
o
m
m
issio

n
m
e
etin

g
of3

N
o
v
e
m
b
er

a
n
d
m
e
etin

g
w
ith

C
ore

p
er.

（
41
）

対
仏
輸
入
促
進
使
節
団
報
告

経
団
連
月
報

（
一
九
七
七
年
五
月
）
三
二
│
三
六
頁
。

（
42
）

同
上
、
お
よ
び

ベ
ネ
ル
ク
ス
輸
入
促
進
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
果
と
所
見

経
団
連
月
報

（
一
九
七
九
年
七
月
）
三
八
│
四
二
頁
。

（
43
）

鈴
木
均

日
欧
貿
易
摩
擦
の
交
渉
史
│
│
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
労
働
組
合
・

E
C委
員
会
・
域
外
パ
ワ
ー
、
一
九
五
八
│
一
九
七
八

年

遠
藤
乾
・
板
橋
拓
己
（
編
）

複
数
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

北
海
道
大
学
出
版
会
（
近
刊
予
定
）。

（
44
）H

A
E
U,

B
A
C
28/19

80,
N
o.8
8
1,

R
a
p
p
ort

d
es

co
n
seillers

co
m
m
ercia

u
x

d
es

p
a
y
s

d
e

la
co

m
m
u
n
a
ute

eco
n
o
m
iq
u
e
e
u
ro

p
ee

n
n
e
a
u
ja
p
o
n(1)

5
5

e
｀

m
e
ra
p
p
ort,

2
6

fe
´

vrier1
9
7
6;

H
A
E
U,

B
A
C3/1

9
7
8,

N
o.15

19,
N
ote

for

th
e
atte

ntio
n
of

M
r.

G
u
n
d
elac

h,
u
n
d
er

co
v
er

of
th

e
C
a
bin

et
of

Sir
C
hirsto

p
h
er

S
o
a
m
es,

R
elatio

n
s
w
ith

Ja
p
a
n,
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C
o
m
m
issio

n
m
eetin

g
of3

N
o
v
e
m
b
er

a
n
d
m
e
etin

g
w
ith

C
ore

p
er.

（
45
）H

A
E
U,

B
A
C
28/19

80,
N
o.8
8
5,

R
a
p
p
ort

d
es

co
n
seillers

co
m
m
ercia

u
x

d
es

p
a
y
s

d
e

la
co

m
m
u
n
a
ute

eco
n
o
m
iq
u
e
e
u
ro

p
e
e
n
n
e
a
u
ja
p
o
n(1)

5
6

e
｀

m
e
ra
p
p
ort,

2
4

m
ars1

9
77.

（
46
）

我
が
国
通
商
政
策
の
基
本
的
視
点
│
│
七
七
年
版
通
商
白
書
の
要
旨
と
趣
旨

通
産
ジ
ャ
ー
ナ
ル

（
一
九
七
七
年
七
月
）
一
七

頁
。

（
47
）

,
N
o.2
0,

J
u
n
e1
9
7
7,

p.1.

（
48
）Ibid.

（
49
）Ibid.

（
50
）

黒
字
国
責
任
論
を
考
え
る

経
団
連
月
報

（
一
九
七
七
年
九
月
）
六
│
二
〇
頁
。

（
51
）

同
上
。

（
52
）

同
上
。

（
53
）

日
・

E
C貿
易
摩
擦
と
そ
の
背
景

通
産
ジ
ャ
ー
ナ
ル

（
一
九
七
八
年
一
一
月
）
四
九
│
五
四
頁
。

（
54
）

日
・
米
・
欧
の
協
調
と
日
本
の
立
場
を
語
る

経
団
連
月
報

（
一
九
七
七
年
三
月
）
三
二
│
四
〇
頁
。

（
55
）

一
九
七
八
年
の

通
商
白
書

に
は
、
前
年
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
傾
向
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

一
九
七
八
年
版
通
商
白
書

各
論

四
九
五
│
四
九
八
頁
に
は
、

E
C諸
国
の
深
刻
な
失
業
に
つ
い
て
具
体
的
な
言
及
が
増
え
て
い
る
。
ま
た

一
九
七
八
年
版
通
商

白
書

総
論

二
二
五
│
二
二
六
頁
に
は
、
経
常
収
支
黒
字
の
縮
小
努
力
と
あ
わ
せ
て

海
外
投
資
［
中
略
］
を
通
じ
て
、
長
期
資
本
の

外
へ
の
流
れ
を
拡
大
す
る
こ
と
も
、
相
手
国
の
雇
用
、
生
産
力
増
強
［
中
略
］
に
よ
り
、［
中
略
］
世
界
経
済
の
安
定
的
発
展
に
貢
献

（
す
る
）

と
の
記
述
が
新
た
に
登
場
し
て
い
る
。

（
56
）

黒
字
国
責
任
論
を
考
え
る

経
団
連
月
報

（
一
九
七
七
年
九
月
）
六
│
二
〇
頁
。

（
57
）

日
欧
経
済
関
係
を
考
え
る

経
団
連
月
報

（
一
九
七
八
年
六
月
）
一
〇
│
三
〇
頁
、

経
団
連
代
表
団
の
訪
欧
を
終
え
て

経

団
連
月
報

（
一
九
七
八
年
六
月
）
三
一
│
三
七
頁
。

（
58
）

経
団
連
代
表
団
の
訪
欧
を
終
え
て

経
団
連
月
報

（
一
九
七
八
年
六
月
）
三
一
│
三
七
頁
。

（
59
）

通
産
省

一
九
七
七
年
版
通
商
白
書

各
論

四
九
五
│
四
九
六
頁
、

日
欧
経
済
関
係
を
考
え
る

経
団
連
月
報

（
一
九
七
八
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年
六
月
）
一
〇
│
三
〇
頁
、

経
団
連
代
表
団
の
訪
欧
を
終
え
て

経
団
連
月
報

（
一
九
七
八
年
六
月
）
三
一
│
三
七
頁
。

（
60
）

経
団
連
代
表
団
の
訪
欧
を
終
え
て

経
団
連
月
報

（
一
九
七
八
年
六
月
）
三
一
│
三
七
頁
。

（
61
）

日
仏
経
済
関
係
を
考
え
る

通
産
ジ
ャ
ー
ナ
ル

（
一
九
七
九
年
六
月
）
五
九
頁
。

【
参
考
文
献
】

石
川
謙
次
郎
（
一
九
九
四
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
へ
の
道

N
H
Kブ
ッ
ク
ス

植
田
隆
子
編
（
二
〇
〇
七
）

E
Uス
タ
デ
ィ
ー
ズ
1

対
外
関
係

勁
草
書
房

大
平
和
之
（
二
〇
〇
七
）

日
本
=

E
U通
商
・
経
済
関
係
│
│
摩
擦
か
ら
対
話
・
協
力
そ
し
て
未
来
志
向
の
協
力
へ

植
田
隆
子
編

E

Uス
タ
デ
ィ
ー
ズ
1

対
外
関
係

勁
草
書
房

大
平
和
之
（
二
〇
〇
二
）

日
本
│

E
U通
商
・
経
済
関
係

植
田
隆
子
編

二
十
一
世
紀
の
欧
州
と
ア
ジ
ア

勁
草
書
房

遠
藤
乾
・
板
橋
拓
己
（
編
）

複
数
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

北
海
道
大
学
出
版
会
（
近
刊
予
定
）

遠
藤
乾
編
（
二
〇
〇
八
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史

名
古
屋
大
学
出
版
会

木
畑
洋
一
編
（
二
〇
〇
五
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
国
際
関
係

日
本
経
済
評
論
社

鈴
木
均
（
二
〇
〇
九
）

戦
後
合
意
と
し
て
機
能
し
た
欧
州
統
合
│
│
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
が
欧
州
レ
ベ
ル
の
労
使
協
調

体
制

を
生

み
出
し
た
、
と
い
う
仮
説

創
文

第
5
2
0
号
一
八
│
二
二
頁

鈴
木
均
（
二
〇
〇
六
）

欧
州
横
断
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
先
駆
│
│
欧
州
統
合
初
期
に
お
い
て
労
働
組
合
が
開
い
た
可
能
性
と
限
界

現
代
史

研
究

第
52
号
一
│
一
二
頁
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